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【部門長あいさつ】 

スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門  部門長 小池 関也（筑波大学） 
 
当部門の第 104期の部門長を務めます，筑波大学体育系の小池

と申します． 
私の現在のモットーは，「0から 1を創り出す」という言葉に

集約されます．既成の枠組みや前例に安住することなく，独創

的な着想によって新たな価値を具現化することを常に念頭に置

いております．この姿勢は研究活動のみならず，日常における

問題解決やアイディア創出の局面においても，欠かすことので

きない指針として堅持しているものです． 
近年の座右の銘としているのが，金出武雄先生の「素人発想，

玄人実行」であります．スポーツ動作のように，一見身近で直

感的な理解が可能と思われる対象であっても，着想の段階にお

いてはあえて固定観念を排し，素人の如き自由闊達な視点で課

題と対峙することを旨としております．一方で，その後の分析

や検証のプロセスにおいては，専門的知見と客観的手法に基づ

き，徹底して玄人的な視座から精緻に取り組むことを信条とし

ております．この柔軟な発想と厳格な実行の調和こそが，真に

本質的な理解と画期的な発見をもたらすものと確信しておりま

す．当部門が取り扱う研究領域は，健康増進や活力向上といっ

た人間の根源的価値の向上に留まりません．飛翔体の挙動を支

配する流体力学の応用から，気候変動に伴う灼熱環境が人体に

及ぼす影響の低減といった熱力学的見識まで，マクロな現象へ

の理解が不可欠となっております．さらに，スポーツのフォー 

 

ム改善やコーチング，トレーニングといった実践的領域に対し

ては，生体力学（バイオメカニクス）を基盤としつつも，機械

力学や制御理論といった工学的アプローチを高度に融合させる

ことにより，新たな知見の創出を目指しております．こうした

分野横断的な視点は，複雑化する現代社会の諸課題に対峙する

上で，もはや不可避の要請であると認識しております．身体動

作やスポーツ動作を扱う分野において，動きの分析・評価法，

さらには用具の構造設計や素材選定に至るまで，機械工学が寄

与すべき技術は正に枚挙にいとまがありません． 
スポーツ動作における力学原理につきましては，例えばバット

スイング一つを取っても，そこには時代に応じた変遷が存在し

ます．こうした変遷の背景にある機微を鋭敏に捉え，実学とし

ての製品開発へと昇華させるプロセスを，我々は重んじていか



Sports Engineering & Human Dynamics Newsletter No.11 (2026) 
 

 

2 
 

ねばなりません．このような思索を深化させる場として，各種

講習会や「機械の日」の体験会等の開催を通じ，皆様が参画で

きる機会を積極的に提供してまいる所存です．会員の皆様にお

かれましては，研究発表の場である部門講演会や学会年次大会

への一層積極的なご参加，ならびに研究成果のご発表をお願い

申し上げます．当部門は，これまでの活動実績を考慮いただき，

この第 104期より「中・大規模部門」として新たな歩みを進め

ることとなりました．中・大規模部門としての船出の年となる

本年も，当部門のさらなる活性化および発展には，皆様のこれ

まで以上のご協力が不可欠であります．産学官の多様な知見が

融合し，活発な議論が交わされることにより，本部門が次世代

の技術革新を牽引する強固なプラットフォームとして機能する

ことを切に願っております．私自身も，その重責を担う一助と

なるべく，全力を尽くす所存であります． 
 

 
【トピック 1】数値材料試験によるラティス構造体で構成されたスポーツ用具の設計例  

土田 翔夢 (株式会社アシックス) 
 

１.はじめに 

 スポーツ用具の設計では，使用時の生体負担軽減を目的とし

た衝撃緩衝性の向上と，姿勢安定性に寄与する支持剛性の確保

などの相反する機能要件を同時に満足させる必要がある．その

ため，スポーツ用具は材料特性および構造設計を含む多様な要

素の組み合わせにより構成される．近年は，3Dプリントによる

高分子ラティス構造体の活用も選択肢となり，狙った感覚・機能

をラティス構造体の形状で設計することが可能となってきた(1)． 
高分子ラティス構造体の力学特性は，梁の曲げ変形や座屈，梁

同士の接触といった複雑な変形を示し，その結果として巨視的

（以降，マクロ）な応力とひずみ関係には顕著な非線形性が現れ

る(2)．さらに均質体とは異なり，梁の配向角度によって微視的（以

降，ミクロ）な応力やひずみの伝達経路に影響を及ぼすことで負

荷方向に応じて異なる変形を示し，異方性を有する(3)(4)．これら

の異方性非線形力学特性は，梁の形状や寸法，梁の本数などの設

計パラメータに起因して変化する(5)．そのため，要求される力学

特性に適した設計パラメータの値を決定するにあたり，設計初

期段階でマクロな異方性非線形力学特性を予測可能な数値解析

手法が有用である． 

 
2.高分子ラティス構造体の異方性非線形力学特性の予測手法 

2.1従来手法とその課題 
複合材料をはじめとする複雑なミクロ構造を有する非均質材

料のマクロな力学挙動を予測する手法として，均質化理論に基

づく数値材料試験が注目されている(6)(7)．数値材料試験は，周期

的な最小単位構造（以降，ユニットセル）をモデル化し，これを

仮想的な供試体とみなして，ユニットセルに周期境界条件を課

すことで，任意の変形挙動または応力状態を付与できるため，異

方性を示す力学特性を評価することができる．しかしラティス

構造体の場合，周期配置された各ユニットセルには周期境界と

間隙が重複し，且つ構造全体の変形が進行するにつれて，ユニッ

トセル内部の梁が自身の周期境界に接近し，やがて梁の一部が

周期境界を跨いで隣接するユニットセルと接触を開始する．そ

の結果として，変形の進行に伴いユニットセル周辺で発生する

接触状態は，構造全体の力学応答に対して無視できない影響を

及ぼすことになる．図 1に示すように，ラティス構造体の接触状

態は大きく二種類に分類される．一つ目は，周期境界内部の梁同

士の接触であり，二つ目は，周期境界上で生じる隣接するユニッ

トセル同士の接触である．これまでに提案されてきた数値材料

試験の手法では，ユニットセル単独を解析対象としているため，

隣接するユニットセル同士の接触は考慮できない．これにより

荷重伝達が適切に再現されずマクロ応力が過小評価される． 
 

 

ラティス構造体の接触状態（文献(8)より転載） 
 

2.2 提案手法 
筆者らは既報(8)においてこの課題を解決するため，多点拘束方

程式を用いた数値材料試験手法を提案した．図 2 に提案手法の

模式図を示す．ユニットセルはソリッド要素でメッシュ分割し，

隣接するユニットセル（以降，周辺格子）は表面要素でメッシュ

分割する．周辺格子は周期境界条件を考慮しユニットセルに隣

接する周期境界の番号 1～6の場所に複製する．なお，周辺格子

の周期境界上の要素は複製しない．  

ユニットセルの周期境界上の節点には，参考文献 7 に記載の数

値材料試験手法に従い周期境界条件を適用する．隣接するユ

ニットセル同士の接触を表現するためには，ユニットセルと周

辺格子が同一の変形挙動を示すと考え，周辺格子の変形挙動が

ユニットセルと一致するよう，以下の多点拘束方程式を導入し

た． 
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図 2 提案モデル（文献(8)より転載） 
 

𝒖"!"#$%&'( = 𝒖𝒔𝒖𝒓𝒇𝒂𝒄𝒆𝒖𝒏𝒊𝒕	𝒄𝒆𝒍𝒍 (1) 
ここで式中の𝒖𝒔𝒖𝒓𝒇𝒂𝒄𝒆𝒖𝒏𝒊𝒕	𝒄𝒆𝒍𝒍はユニットセルの表面の節点変位ベクト

ル，𝒖"!"#$%&'( は周辺格子の表面の節点変位ベクトルを表し，添え

字 iはユニットセルに隣接する周期境界の番号を示す． 

図3は式(1)を適用した場合における変形挙動の模式図を示す．

式(1)はユニットセルと周辺格子の変形挙動の一致を保証するも

のの，変形の進行に伴って両者が離隔するため，隣接するユニッ

トセル同士の接触が表現されない．図 3 に示すユニットセルと

周辺格子が配置されるすべての周期境界において一致する頂点

Pを基準に，この点におけるユニットセルと周辺格子の変位差を

周辺格子の並進移動量として導入することで離隔を抑制する．

この拡張を式(1)に加えた表現を以下の式(2)に示す． 
 

𝒖"!"#$%&'( = 𝒖𝒔𝒖𝒓𝒇𝒂𝒄𝒆𝒖𝒏𝒊𝒕	𝒄𝒆𝒍𝒍 + (𝒖𝒗𝒆𝒓𝒕𝒆𝒙𝒖𝒏𝒊𝒕	𝒄𝒆𝒍𝒍 − 𝒖𝒗𝒆𝒓𝒕𝒆𝒙𝒊 ) (2) 
 

ここで式中の𝒖𝒗𝒆𝒓𝒕𝒆𝒙𝒖𝒏𝒊𝒕	𝒄𝒆𝒍𝒍，𝒖𝒗𝒆𝒓𝒕𝒆𝒙𝒊 は，それぞれユニットセルと周

辺格子における点 P の変位ベクトルを表す．右辺第一項は表面

要素の変形を表し，第二項は並進移動を表す． 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図 3 式(1)を用いた場合における変形状態（文献(8)より転載） 
 

3.提案手法を用いた数値解析例 
3.1 有限要素モデルと解析条件 

2.2 節で述べた提案手法の妥当性を検証するために，図 4 に
示すラティス構造体全体を解析対象とした数値解析（以降，参

照解析）と提案手法で得られたマクロ応力とマクロひずみの関

係と比較・検証を行った．対応する数値解析には汎用有限要素

法ソフトABAQUS ver.2021（Dassault Systemes 社製）を用いた．

解析条件としては，参考文献 7に記載の外部制御節点による荷

重負荷方法を採用し，ユニットセルの制御点に対して強制変位

を与え数値材料試験を実施した．制御節点に与えたマクロひず

み Eを図 4に示す材料主軸方向（Ｙ軸方向）から角度 θをそれ
ぞれ 0°，15°，30°，45°傾けた変形モードを与えた． 

 
 

 
 

 
 

 
図 4 参照解析に用いたモデル（文献(8)より転載） 

3.2解析結果 
詳細解析と提案手法から得られたマクロ応力-マクロひずみ

曲線を図 5に示す．図からわかるように，提案手法は詳細解析

結果と比較して，接触に起因する応力の急増が生じるひずみ領

域においてマクロ応力をわずかに高めに評価する傾向が確認で

きるものの，マクロ応力-マクロひずみ関係の全体的な傾向は概

ね再現できている．  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
図 5 マクロ応力-マクロひずみ関係（文献(8)より転載） 
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4.本技術を用いたスポーツ用具の設計事例 

既報(8)で提案したラティス構造体の異方性非線形力学特性を

予測する手法は，多様なスポーツ用具に適用可能な設計アプ

ローチである．本節ではその応用例の一つとして，提案手法を

用いた個人の足形状や嗜好に基づく中敷き設計について述べる．  

図 6に示すように，設計プロセスは大きく 4 つのステップか

ら構成される．まずステップ 1として，使用者の足形をスキャ

ナにより計測し，3Dデータとして取得する．スキャンは立位姿

勢で実施されるため，得られるデータは荷重が作用した状態の

足裏形状となる．そこでステップ 2では，浮足状態における足

裏形状を推定することで，荷重の影響を受けない本来の足底形

状を再現する．これにより，個人の足形状に適した中敷き設計

が可能となる．続いて，ステップ 3では，ステップ 2で推定し

た足底形状を基に中敷きの外形状をモデル化するとともに，内

部にラティス構造体を充填する．この際，提案手法を用い設計

パラメータを調整しながら所望の力学特性を満たすパラメータ

を同定する．具体的には，事前に使用者へのヒアリングに基づ

き，硬さなどの嗜好特性を反映させた設計パラメータを決定す

る．最後に，得られた設計データを 3D プリンターにより造形

することで，個々の足形状や嗜好に適合した中敷きを作成する

ことが可能となる． 

 

 
 

 
 

図 6 パーソナライズ中敷き設計プロセス 
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【トピック 2】 新しいアルペン用チェアスキーの開発（障がい者スポーツ研究会）          
塩野谷  明（亜細亜大学・健康スポーツ科学部） 

 
1. はじめに 

はじめに私事で恐縮ですが，この 4月より新設されました亜

細亜大学健康スポーツ科学部の専任教員として着任致しました．

スポーツ科学・スポーツ工学分野への最後の恩返しの場として，

若い研究者の方のお邪魔にならないよう気を付けながら，公務・

教育研究に励んでまいりたいと思います． 
さて，これまで障がい者スポーツ研究会のトピックスとして，

幼児からパラリンピアンまで幅広く愛用されるシットスキー札

幌モデル開発について取り上げさせて頂きました．その先には，

無期限の中断を余儀なくされている札幌冬季オリンピック・パ

ラリンピック招致そしてその開催という扉があり，その扉を開

く鍵として開発・研究をからめていきたいという思いがありま

した．そしてもうひとつのトピックス，筆者が所属する亜細亜

大学の硬式テニス部の外郭団体特定非営利活動法人アジア・ス

ポーツ・クラブの活動として，学生のテニス・グランドスラム

大会出場の支援，ならびにグランドスラム大会で使用する新し

いテニス競技用車いすの開発を目指す環境（ハイパフォーマン

スコート）のコンセプトと開発について述べさせて頂きました． 

本稿では，中断されている札幌冬季オリンピック・パラリン

ピック招致・開催を念頭においたもうひとつの開発として，ス

タビライザー装着型チェアスキーについて，そのコンセプトを

紹介します． 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
図 1 チェアスキーの基盤モデル 
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図 2 スキー回転中に発生する重心回りトルク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
図 3 座面のスライド機構 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図 4 チェアスキーの角付と座面のスライドの様子 
 

2．チェアスキーの基盤モデル 
図 1は，スタビライザー装着型チェアスキーの基盤モデルと

して製作したチェアスキーを示しています．スキー回転運動を

模倣し，重心回りトルクによって脚部が回転する動き（図 2）を

再現するために，座面を前頭面上でスライド（回旋運動）する

ように設計しました（図 3）． 

図 4ではチェアスキーの角付と座面のスライドの様子を示し

ています．スキーの角付とともに，座面がスライドすることが

わかります． 
チェアスキーはパラリンピック競技大会等で使用される 1本

スキーではなく，安定感・安全性を考慮して 2本スキーとしま
した．脚部はそれぞれ 16 度の範囲で回転（回旋）するように設

計され，安全のためにストッパーを装着して 16 度以上の回転は

しないようにしてあります．また，スキー回転運動を支援する

ために操作用のジョイ・スティックを装着しました． 

 図 5は，チェアスキーによる実滑走の様子を示しています．

スムーズな回転動作が再現されていることがわかります． 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図 5 チェアスキーによる実滑走の様子 
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   図 6 スタビライザー装着型チェアスキーのコンセプト 

 
3.スタビライザー装着型チェアスキーのコンセプト 

チェアスキーに限らず，障がい者スポーツで使われる用具は，

技術・テクノロジーの集合体です．反面，現在の用具はコンセ

プトが固定化され，また価格的な問題から特殊な限られた者だ

けのスポーツという弊害も出てきています．しかし技術の革新

は新しいイノベーションを創出し，その結果より多くの人が対

象となり，楽しむことができるスポーツへと変容させる可能性

を持っています．  
これまで，スキー回転運動で重要となる重心回りトルクを再

現する機構（まだまだ完成には至っておりませんが）を製作し，

それを用いた新しいコンセプトのチェアスキーの基盤モデルの

開発を行ってきました．この機構によって，操作が容易になり，

チェアスキーは障がい者だけのスポーツに留まらず，より多く

の人を対象としたスポーツに変容する可能性があります．さら

に，チェアスキー人口の増大からチェアスキーの価格低減が図

られるという好循環も期待できます． 

最後に，これまでの基盤モデルをベースとして，さらに操作

性を向上させ，パラリンピック等の競技大会でも使用可能なス

タビライザー装着型チェアスキーのコンセプトについて紹介し

ます．その概要を図 6に示します．座面後方には，倒立振り子

様のスタビライザーを装着します．このスタビライザーは，ター

ン後半（最大傾斜線に対してチェアが真横となるポジション）

重力によって，図中の矢印のように逆向きに傾いていきます．

これにシンクロして座面がスライドし，スキーの角付を補助し

ます．この動きは，スキーのローテーション技術に近いものと

考えています．図中の模型を使った斜面滑走では，重力によっ

てスキーの回転運動が行えることを確認しています． 
これまで数回に渡ってお話しさせて頂きましたスキーを社会

実装することで，そしてそれが障がい者だけに留まらず，広く

老弱男女に使用されるとき，その先の札幌オリンピック・パラ

リンピック招致に結びついていくように思います．様々な社会

情勢・環境の問題等々が山積しているオリンピック・パラリン

ピック招致ですが，スポーツ工学の研究・開発がヒトの豊かな

生活，幸せに繋がっていけば，多くの人から理解頂けるのでは

ないかと思っています． 

 
 

【海外滞在記】シューズのものづくり現場―ベトナム駐在を通じて― 
西川 健（ミズノ株式会社） 

 
スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門の目的には「今

後の国際社会における豊かな生活の向上に貢献すること」が掲

げられている．これは多くのスポーツブランドの経営理念とも

通じるものである．私はこの目的の達成に寄与すべく，スポー

ツシューズの一大開発・生産拠点であるベトナムに駐在し，

シューズの開発業務に従事している．本稿では，海外滞在記の

執筆の機会を頂いたことを受け，ベトナム駐在を通じて経験し

たシューズのものづくり現場について紹介したい． 

近年のランニングシューズの多くは，27.0cmの片足で 300g
にも満たない軽量性を実現しており，中には 150gを切る極め

て軽量な製品も開発されている．一方で，その内部は数多くの

部材から構成されており，縫製や接着によって組み立てを行う

製靴工場をはじめ，合成繊維，合成皮革，天然皮革，樹脂発泡

体，樹脂非発泡体，ラバーなど，それぞれの素材を専門とする

部材サプライヤーに加え，プリントなどの加飾を施す加工サプ

ライヤーも関与している．さらに，これらの部材や加工を支え

る原材料メーカーも含め，多くの関係者の協力によって一足の

シューズは完成している．各素材，加工，製法はそれぞれの領

域における技術革新とともに進化を遂げており，そうした個々

の進化の積み重ねが，シューズ全体の性能向上と多様化をもた

らしてきた． 

近年，特に進化が著しい要素の一つが，クッション性や反発

性に寄与するミッドソールと呼ばれる樹脂発泡体である．いわ

ゆる厚底シューズが一般化した現在では，ミッドソールの性能

がシューズ全体の性能を大きく左右する要因となっている．従

来は，加熱によって膨張する発泡剤を用いて樹脂を発泡させる

製法が一般的であったが，近年では高温・高圧下で超臨界流体

化させた窒素などを樹脂に含浸させ，減圧時の気化によって発

泡させる超臨界発泡製法が広く用いられるようになった．本製

法により，より軽量で高い反発性を有するミッドソールの生産

が可能となっている．私がベトナムに赴任した 3年前には，超

臨界発泡設備を保有するベトナム国内のミッドソールサプラ

イヤーは数社に限られていたが，現在では多くのサプライヤー

が同設備を導入しており，技術開発競争が一層激化する中で，

技術革新の加速を実感している．なお，これらの設備は企業の

競争力の源泉とも言える技術が集約されているため，自社内で

の技術共有を目的とした場合であっても写真撮影が許可され

ないケースが多く，技術革新の速度と同時に，その重要性の高
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さを強く印象づけられる． 

これらの部材サプライヤーは，複数のスポーツブランドに部

材を供給している場合が多い．すなわち，異なるブランドで

あっても，同一の部材サプライヤーの技術や素材を活用できる

環境にあると言える．そのような中で，設計理論に基づき，部

材サプライヤーと協力しながらブランド独自の開発を進める

ことが，他ブランドとの差別化につながり，結果としてブラン

ド間の競争力を左右する要因となる．研究によって構築された

設計理論と，それを具現化する生産技術の両者が噛み合って初

めて，優れた商品開発が可能になる点は，ベトナム駐在を通じ

て特に強く実感している． 

日々，目まぐるしく変化する開発・生産現場に身を置くこと

で，各素材や製法を支える生産技術の進化を現場で体感するこ

とができた．これらの経験を今後の研究・開発活動に活かし，

共通の目的である「豊かな生活の向上」に引き続き貢献してい

きたい． 

 
 

【開催報告】JSME 2025 年度年次大会 SHD 部門関連セッション 
市民フォーラム「2026 年ミラノ・コルティナダンペッツォオリンピックに向けた選手サポート」 

山本 敬三（北翔大学）廣瀬 圭 (公立小松大学) 
 

2025年 9月 7日（日），日本機械学会 2025年度年次大会に

おいて，SHD部門関連の市民フォーラムが開催されました．

本フォーラムでは「2026年ミラノ・コルティナダンペッツォ

オリンピックに向けた選手サポート」をテーマに，冬季スポー

ツにおける科学的支援と現場での取り組みの最前線が紹介され

ました． 
最初に，小林秀紹先生（札幌国際大学）より「カーリングの

科学」と題した講演が行われました．ストーンの独特な挙動や

AIを用いた最新の研究，さらにはトレーニングの視点からの

滑走動作分析など，緻密な戦略を支える技術的側面が語られ，

参加者の関心を集めました． 

続いて，川岡士真氏（北翔大学大学院）より，モーグル競技

の特性や選手の怪我（腰，膝）の実態に加え，ワールドカップ

転戦における過酷な移動やハプニング，食文化の違いによる苦

労など，遠征現場のリアルな実情が紹介されました． 

 伊藤秀吉氏（全日本スキー連盟）より，トレーナーの立場か

ら見た競技特性や，実際のサポート体制，そしてコーチとの連

携の重要性についてお話しいただきました．特に，ミラノ・コ

ルティナダンペッツォ五輪に向けた展望は，非常に期待の高ま

る内容でした． 
最後に行われたパネルディスカッションでは，講師陣と参加

者の間で活発な意見交換が行われ，機械工学やスポーツ科学が

いかに選手のパフォーマンス向上と安全に寄与できるか，その

意義を再確認する貴重な機会となりました． 

  

   
図 1 講演・パネルディスカッションの様子 

 

図 2 会場の様子 
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【開催報告】機械の日関連行事 
センシングバイオメカニクスによるゴルフスイング計測体験 

小池 関也(筑波大学) 廣瀬 圭 (公立小松大学) 
 

2025 年 8 月 23 日（土），筑波大学体育系 SPEC（Sport 
Performance and Clinic Labo.）にて，機械の日関連行事「セン

シングバイオメカニクスによるゴルフスイング計測体験」を

開催しました．本行事は，高校生以上を対象に，スポーツ工

学の最先端技術を身近に体験してもらうことを目的として企

画されました． 

当日は，当時の副部門長である筆者が講師を務め，実技体

験希望者として 11名の参加者が集まりました．プログラムの

前半では，ゴルフスイングの解析に用いられるセンサクラブ

や，その背後にある解析技術についての講義を行いました． 

後半の計測体験では，実際に参加者がセンサクラブを手に

取り，自身のスイングを計測する時間を設けました．SPECの

充実した設備の中で体験を行い，参加者からは高い満足度を

得ることができました．最後に計測例の紹介とまとめが行わ

れ，スポーツ動作と機械工学の密接な関係を深く理解してい

ただく有意義な機会となりました．

 

  

  
図 1 体験会の様子 

 

 
【開催報告】スポーツ・ヒューマンダイナミクスにおける CAE シミュレーション講習会 

廣瀬 圭 (公立小松大学) 
 

2025年 8月 30日（土），BETA CAE Systems Japanおよびオ

ンラインのハイブリッド形式にて，標記の講習会が開催されま

した．大学生以上の研究者やエンジニアを対象とした本講習会

には，現地 10名，オンライン 12名の計 22名が参加しました． 

本講習会では，CAE解析の基礎から最新の応用事例まで，幅
広いプログラムが組まれました．午前中は宮崎祐介先生（東京

科学大学）による基礎講義に続き，山岡晶氏（トヨタ自動車）

からバーチャル人体モデル「THUMS」を用いた挙動再現の紹介

がありました． 
午後は，Jonas A. Pramudita先生（日本大学）による解析テク

ニックの解説，酒井忍先生（公立小松大学）による軟式野球

ボールと金属バットの反発性能評価，さらに頭部外傷解析や人

工股関節置換術後の大腿骨解析といった医療・スポーツ分野へ

の多岐にわたる事例が報告されました．終盤には，穂刈一樹先

生（日本文理大学）から教育現場での実用例が紹介された後，

BETA CAE Systems Japanの岡村秀重氏の担当による実機を用い

たCAE解析体験が行われました． 
 最後に講習会を行うにあたりご尽力いただきました宇治橋貞

行先生（日本文理大学）からご挨拶をいただき，盛況のうちに

会を終えました． 

   

   

  
図 1 講習会の様子 
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【開催報告】シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2025  
SHD2025 実行委員会実行委員長 竹田 正樹（同志社大学) 

 

2025年 11月 28日（金）から 30日（日）までの 3日間，シ
ンポジウム「スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2025

（SHD2025）」を，京都市の同志社大学新町校地において開催

いたしました．本大会の実行委員長として，多くの皆様のご協

力のもと，無事に本シンポジウムを開催できましたことを心よ

り御礼申し上げます． 

本シンポジウムには，一般 125名（正員・特別員 96名，会員

外 21名，協賛学会会員 8名），学生 52名（学生員 49名，一般

学生 2名，協賛学会学生員 1名）の計 177名にご参加いただき

ました．また，企業展示には 12 社にご出展いただき，協賛企業

からは 18名の皆様にご参加いただきました．研究者，学生，企

業技術者が一堂に会し，分野横断的な議論を交わす場を創出で

きましたことは，本大会の大きな成果の一つであったと感じて

おります． 

特別講演 1では，環太平洋大学教授（筑波大学名誉教授）の

浅井武先生より，「スポーツ用具の空力特性と競技パフォーマ

ンス」と題したご講演を賜りました．長年にわたり蓄積されて

きたスポーツ用具および身体姿勢の空力特性に関する研究成果，

とりわけサッカーボールの回転挙動と流体力学的メカニズムに

関するご知見は，スポーツ工学の可能性を改めて示すものでし

た．特殊な試薬を用いて空気流を可視化する実験映像は，複雑

な流れ場を直感的に理解させるものであり，独創的な発想と粘

り強い基礎研究の積み重ねが革新的知見を生み出すことを強く

印象づける内容でした． 

特別講演 2では，株式会社アシックス中国本部長の西脇剛史

先生より，「スポーツ用品設計の過去・現在・未来」と題して

ご講演いただきました．2017 年に Nike 社が高反発フォームと

カーボンプレートを組み合わせた厚底シューズを実戦投入して

以降，長距離種目を中心にシューズ開発競争は急速に進展し，

競技パフォーマンスの在り方そのものに影響を与えてまいりま

した．2020年頃からは各社が本格参入し，2025年現在，世界規

模での技術開発競争は一層激化しております．そのような状況

の中で，西脇先生からご紹介いただいたアシックス独自の設計

思想，ならびにソール構造に縦方向の繊維を配置することで軽

量性と耐久性を両立させた技術は，日本メーカーとしての矜持

と技術力の高さを示すものであり，大変心強く感じられました．

基礎研究と製品開発を結びつける姿勢は，我々研究者にとって

も大きな示唆を与えるものでした． 

両特別講演を通じて，競技パフォーマンスの向上は偶発的に

生まれるものではなく，日々の地道な研究の積み重ねと，それ

を社会実装へとつなげる技術開発の努力の結晶であることを改

めて実感いたしました．本シンポジウムが，基礎研究と応用研

究，さらには産学連携をつなぐ架け橋となることを強く願って

おります． 
一般演題は 69 件の発表が行われました．いずれも高い学術的

水準を有する研究であり，質疑応答も大変活発でした．会場内

外で継続的に議論が交わされ，研究者同士，あるいは企業技術

者との交流が深まっている様子を拝見し，実行委員長として大

きな喜びを感じました．こうした対話の積み重ねこそが，新た

な研究課題の創出や学際的融合を促し，次世代のスポーツ工学・

ヒューマンダイナミクス研究を牽引する力になるものと確信し

ております． 
また，京都開催という地の利を生かし，参加者の皆様に地域

性を感じていただけるよう抹茶の提供を行いました．学会期間

中の緊張感の中で，ひとときの安らぎを感じていただけており

ましたら幸いです．学術的議論のみならず，場の雰囲気や体験

もまた，記憶に残る学会を形づくる重要な要素であると考えて

おります． 
最後に，本大会の開催にあたり多大なるご支援を賜りました

企業関係者の皆様，会場をご提供いただきました同志社大学，

運営に尽力してくれた大学院スポーツ健康科学研究科の大学院
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生ならびにスポーツ健康科学部学生の皆様，そして SHD運営

委員の皆様に，実行委員長として心より深く感謝申し上げま

す．本大会で生まれた交流と議論が，今後の研究発展と社会へ

の貢献へとつながっていくことを願い，ここに開催のご報告と

させていただきます． 
 

 
【学生参加記】スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門講演会 2025 に参加して 

足立 佳介（東京科学大学） 
 

2025 年 11 月 28 日（金）～ 30 日（日）の 3 日間にわ
たって，日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマ

ンダイナミクス（SHD）2025 が同志社大学新町キャンパス

（京都府京都市）にて開催されました． 

私自身は，前回の SHD では聴講のみの参加であったため，

今回が初めての口頭発表の場となりました．1 日目の「人体の

変形・摩擦解析」のセッションにて，「3 次元詳細足部有限要

素モデルを用いた荷重環境下における骨アライメント変化の検

証」という題目で発表させていただきました．発表後の質疑応

答では，様々な先生方や研究者の方々からご質問や貴重なご意

見をいただくことができました．それにより，自身の研究に対

する今後の発展性を見出すとともに，視野を広げることがで

き，非常に有意義な経験となりました． 
1 日目の午後には，スポーツ用具の空力解析に関する浅井先

生の特別講演を聴講させていただきました．中でも，サッカー

の無回転シュートに関する実験のお話が非常に興味深く，強く

印象に残っております．また，2 日目の午後には，株式会社ア

シックスの西脇様によるスポーツ用品設計に関する特別講演を

聴講させていただきました．構造解析の知見がこれまで実際の

製品開発においてどのように活用されてきたか，そして今後ど

のように発展していくかについて深い学びを得ることができ，

大変刺激を受けました．その他にも，開催期間中は多様な分野

の発表を聴講させていただきました．特に自身の取り組む計算

力学的なアプローチと共通する発表も多く，他大学や企業の研

究者の方々がどのような視点で課題に向き合い，モデル化や検

証を行っているのかを学ぶ貴重な機会となりました．学会とい

う場で，異なるバックグラウンドを持つ方々と直接意見を交わ

すことで，個人の研究室に留まらない学術交流の重要性を肌で

感じることができました． 
最後に，このような素晴らしい発表と交流の機会を作り上げ

てくださった実行委員会の皆様をはじめ，関わられた全ての

方々に深く感謝申し上げます．春からは企業へ進み，デジタル

ヒューマンモデリングを通じた研究開発に携わることとなりま

すが，本学会で得た多角的な視点や数多くの学びを糧とし，今

後の社会における活動においても日々精進して参ります． 

 

【開催案内】 JSME2026 年度年次大会 「SHD 部門」関連セッション・行事 
井村 祥子（東京都市大学） 

 

開催日：2026年 9月 6日（日）～9日（水）  
会 場：東海大学 湘南キャンパス  

主 催：（一社）日本機械学会 
大会キャッチフレーズ：「さきがけの知がつなぐ，機械工学と

未来社会 ― 湘南から世界へ ―」  
大会テーマ：機械工学および関連分野の幅広いテーマ（例：環

境・エネルギー，設計・解析，AI・ロボティクス，医工学，社

会・教育など）  

大会URL：https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/jsme2026 
○ SHD 関連セッション名およびオーガナイザー 

◼ スポーツ工学：酒井 忍（公立小松大学），小池 関也（筑波
大学） 

◼ ヒューマン・ダイナミクス：廣瀬 圭（公立小松大学），園

部 元康（高知工科大学） 

◼ 感性・癒し工学：近藤 亜希子（京都橘大学），鄭 宏杰（東
洋大学） 

○ 特別企画 

パネルディスカッション：インテグリティと科学が拓くスポー

ツライフ―競技者育成から生涯スポーツまで― 

パネリスト：勝田 隆 先生（現職：東海大学（体育学部特任教

授，スポーツプロモーションセンター次長），日本スポーツ協

会（理事）．過去に国立スポーツ科学センター，日本ラグビー

協会（高校日本代表監督），日本オリンピック委員会（選手強

化本部）等要職を歴任． 
 

司会者：井村 祥子（東京都市大学） 
内 容：本講演では，多様なライフステージで豊かにスポーツと

関わり続けるために，スポーツインテグリティの観点から「す

る，みる，支える」そして「集まる，つながる」という視点を

もとに，人々のウェルビーイングを考える．情報およびテクノ

ロジーの進展，人口および経済などの格差，そして国際情勢の

不安定化など，社会は大きく変化している．こうした状況の中

で，コーチングやアスリート育成に携わってきた勝田隆先生に，

安全かつ公正にスポーツを楽しむための視点や取り組み，変化

https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/jsme2026
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の捉え方と科学との向き合い方を，事例を交えて紹介いただく．

サイエンス・コミュニケーションやエビデンス・ベースド・ア

プローチに基づく知見から，スポーツと人・組織の豊かな関わ

りを探る． 
 

【開催案内】日本機械学会 スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門講演会 2026 ご案内 
SHD2026 実行委員長 酒井 忍（公立小松大学） 

 
開催日：2026年 11月 21日（土）～11月 23日（月・祝） 

会 場：公立小松大学 中央第 2キャンパス 
（ウレシャス小松4階，石川県小松市日の出町一丁目100番地） 

主 催：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス（SHD）部門 
HP：https://www.jsme.or.jp/shdconf/shd2026/ 

テーマ：日本機械学会スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス

部門講演会 2026（SHD2026）は，人々がスポーツ・レジャーを

中心とした活動および日常活動を安全・快適で豊かにすること

を目的として，スポーツ用具・設備・施設などのハードウエア

とそれを利用する人間のダイナミクスに関連したスポーツ工学

とヒューマンダイナミクスに関する研究発表を募集します. 多

数の方々のご発表，ご参加をお待ちしております． 
 

 SHD2026は，全プログラム対面形式にて開催いたします．二

日目（22日日曜日）の夜，懇親会を開催する予定です．皆様方

のご参加を心よりお待ち申し上げております． 

 
実行委員長：酒井 忍（公立小松大学） 

幹事：廣瀬 圭（公立小松大学） 
委員：上野 祐亮（公立小松大学），大橋 智志（長岡技術科学

大学），小野寺 恵介（びわこ学院大学），香川 博之（公立小

松大学），倉元 昭季（東京科学大学），小池 関也（筑波大学），

近藤 亜希子（京都橘大学），坂本 一磨（公立小松大学），園

部 元康（高知工科大学），平塚 将起（工学院大学），仲谷 政

剛（アシックス），宮崎 祐介（東京科学大学），横田 紘季（名
城大学） 

 

 
【お知らせ】スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門の活動内容・研究会について  

 
SHD 部門ホームページ（http://www.jsme.or.jp/shd/）を御覧くださ

い．トップページから「活動内容」タブをクリックしていただく

と，活動内容の詳細をご確認いただけます． SHD 部門では，部

門所属の研究会のご提案を募集しております．スポーツ工学，

ヒューマンダイナミクス関連テーマで，研究会を組織して研究

を進める計画がある方は応募をご検討ください．採択されれば，

研究会の運営に対して費用が補助されます．上記ページから募

集要項・設置申請書類をご確認ください． 
 

 

 
【お知らせ】スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門登録のお願い 

 

日本機械学会は 1988 年より部門制に移行して，現在は 22 の
部門があります．SHD はその中でも一番若い部門です．これま

で本部門の大きな課題の 1 つでありました，新設部門から通常

の部門への移行につきましては，機械学会新部門制への移行の

なか，S2 のクラス分けの新規分野というカテゴリを頂き，通常

部門として認め頂きました．しかし通常の部門とはいえ，これま

での「1.部門登録者（第 1 位から第 5 位）が 1000 名以上とな

ること，2.新規獲得会員が 200 名以上となること」という 2 つ

の課題は，達成に向け継続していきたいと考えております．また

部門の登録は 5 つまで認められておりますが，1～3 位の登録者
数が非常に重要となりますので，当部門にご興味をお持ちの方

には是非とも 1～3 位に登録をお願いいたします．なお，部門の

登録には手続きが必要です．日本機械学会のホームページ

（http://www.jsme.or.jp/）の「会員専用ページ」から「会員情報管

理」に進み，「部門登録」タブをクリックすると，部門登録を確

認・修正することができます．お手数をお掛けしますが，何卒よ

ろしくお願いいたします． 

 

https://www.jsme.or.jp/
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一般社団法人 日本機械学会 スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門 第 104 期（2026 年度）運営委員 
 

部門長 

小池 関也（筑波大学） 
副部門長 

仰木 裕嗣（慶應義塾大学） 
幹事 

廣瀬 圭（公立小松大学）  
 

総務・企画合同委員会 
委員長  

園部 元康 （高知工科大学） 
幹事  

近藤 亜希子（京都橘大学） 
委員 

酒井 忍（公立小松大学） 
平塚 将起（工学院大学） 

中山 昇 (千葉工業大学) 
 

表彰委員会 
委員長  

仲谷 政剛（株式会社アシックス） 
幹事  

 穂刈 一希 (日本文理大学) 
委員 

酒井 忍（公立小松大学） 
   伊藤 幸司 (ミズノ株式会社) 

 
 

 

広報委員会 

委員長 
宮崎 祐介（東京科学大学）  

幹事 
横田 紘季（名城大学） 

 
出版・編集委員会  

委員長 
山口 健（東北大学） 

幹事 
 倉元 昭季 (東京科学大学) 

委員 
 南後 淳 (山形大学) 

 
国際交流委員会 

委員長 
松田 昭博（筑波大学） 

幹事 
 鷲田 雄大 (ミズノ株式会社) 

 
研究・技術委員会 

 委員長 
  中島 求 (東京科学大学) 

 幹事 
斉藤 健治（名古屋学院大学） 

 委員 
井上 恒（香川大学） 

植田 勝彦 (住友ゴム工業株式会社) 

高専連携委員会 

委員長  
小林 義和（秋田工業高等専門学校）  

 幹事 
大橋 智志 (長岡技術科学大学) 

  委員 
  塩野谷 明 (亜細亜大学) 

 
スポーツ情報委員会 

委員長  
和田 智仁（鹿屋体育大学） 

幹事 
大橋 智志 (長岡技術科学大学) 

委員 
相原 伸平（国立スポーツ科学センター）  

 
分野連携委員会 

  委員長 
   瀬尾 和哉 (工学院大学) 

 幹事 
   平塚 将起 (工学院大学) 

 
顧問  

浅井 武（筑波大学） 
伊藤 慎一郎（工学院大学）  

宇治橋 貞幸（日本文理大学） 
塩野谷 明 (長岡技術科学大学) 

丸山 剛生 (東京科学大学) 
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